
令和６年度 音楽科 授業改善推進プラン 

大田区立南六郷小学校 

 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

・既習事項を活かして、音楽づくりや器楽の学習にすすんで関わり、協働して音楽活動をする楽しさを感じながら取り組むこ

とができた。 

・振り返りを行うことで、音楽表現を考えて表現に対する思いや意図をもつことや、曲の演奏のよさなどを見出すことができ、

思いをもって歌ったり演奏したりすることができた。 

 

（２） 課題 

・曲想にふさわしい器楽表現などを工夫する力が十分に身に付いていない児童がいるため、その音楽の固有の雰囲気や表情、

味わいを理解させる活動を充実させていく必要がある。 

 ・器楽の活動や歌唱表現では、知識や技能が十分に身に付いていない児童が見られるため、指づかいや発声などの基礎的な 

知識と技能を身に付けさせる必要がある。 

  

２  分析（観点別） 

①  低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・明るく元気な歌声で表現する児童が多

い。 

・拍にのって歌ったり楽器演奏したりす

ることについての理解が十分ではな

い。 

・音楽を味わって聴き、思いをもつこと

はできているが、その思いを言葉にす

ることが難しい傾向がある。 

・曲のよさを感じ、楽しく活動をする児

童が多い。 

・友達と互いに学び、高め合う意識をも

って取り組める児童が多い。 

  

 ② 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・伸び伸びと歌えている児童が多い。 

・音楽用語や記号の理解が不十分であ

る。 

・楽器演奏における基礎基本が十分に身

に付いていない。 

・曲によって、表現の仕方を考えながら

歌う児童が多い。 

・聴き取れたことを言葉で表現すること

が難しい傾向がある。 

・音楽の活動に対する意欲があり、興味

や関心をもって取り組める児童が多

い。 

・友達と互いに学んだり教え合ったりし

て取り組める児童が多い。 

・友達の様子を気にして、自分の学習に

集中することが難しい児童がいる。 

  

③ 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・地声と歌声を区別し、表現豊かに歌え

る児童が多い。 

・リコーダーの技能習得に個人差があ

る。 

・曲想に合った表現の仕方を考えること

ができる児童が多い。 

・聴き取れたことを具体的な言葉で表す

ことが難しい傾向がある。 

・興味や関心をもって主体的に音楽の活

動をすることのできる児童が多い。 

・自分の表現に自信をもてず、意欲が高

めにくくなっている児童がいる。 

 

 

 

 

 

 

 



３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・曲の歌詞から、どのような歌声で表現

していくことが大切かを、歌声ととも

に身体で表現する時間をつくる。 

・拍の流れにのって歌ったり楽器演奏し

たりする基礎基本が身に付くよう、１

拍目を強調したり音色を変えたりす

る活動を行う。 

・音楽を聴いて感じたことのヒントワー

ドを表示し、その中でどれがふさわし

いかを全体で確認する。 

・ペア学習やグループ学習をより多く取

り入れ、自分だけではなく、友達と活

動する楽しさを味わえるようにする。 

 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・授業の導入で、音楽用語や記号を確認

する時間を取り入れ、身に付けられる

ようにする。 

・楽器演奏の基礎基本の運指や指の位置

が定着するよう、図を見て確認しなが

ら取り組ませることで、理解できるよ

うにし、技能向上にもつなげていく。 

・音楽を聴いて感じたことのヒントワー

ドを表示し、その中でどれがふさわし

いかを全体で確認したり、ヒントワー

ドから、自分自身でワークシートにま

とめられるようにしたりする。 

・その日の授業の中で身に付けたいこと

を毎回確認し、授業の最後にねらいを

達成できたかを振り返らせる。 

 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・音域を広げる方法や声を響かせる方法

などの表現の仕方を一つ一つ確認し、

表現する技能を身に付けられるよう

にする。 

・授業の導入では、基本的な運指で行え

るリコーダーの演奏を行い、指の位置

を定着させたり、運指を身に付けたり

できるよう指導する。 

・音楽を聴いて、曲想の変化などを言葉

で表現できるよう、ヒントワードを表

示する。また、タブレットでまとめた

ことを共有させ、次回以降の活動につ

なげていく。 

・曲想に合った表現になるよう、その曲

の目指したい表現方法を考えさせた

り、共有させたりする。 

・既習事項を確認しながら取り組ませる

ことで、着実に学習を身に付けさせ、

意欲を高められるようにする。 

 


